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校訓： かしこく ただしく たくましく

どうして勉強しないといけないの？ ● 広い視野で世界を見るため

「勉強は自分の窓を開けるということ。学ぶ

小湊小校長 池野 吉寿 ことで，今まで見ていたものとは違う何かを見

ることになる。」 （ミカエル・カルマノ神父）

「どうして勉強しないといけないの？」と子ども ● 子どもの「生きる力」を引き出すため

に尋ねられたことはないですか。皆さんならその問 子どもにインプットするのではなく，アウト

いにどのよう答えますか。また，どのように答えま プットさせるように仕向ける。

したか。そして，その答えに子どもたちは納得しま （おおたとしまさ氏）

したか。 ● 生きるうえで役立つものを選ぶため

かく言う私も，担任した子どもたちにもわが子に たくさん勉強して，たくさん遊んでできるだ

も質問されたことがあります。どのように答えたの けたくさんのことを知ってください。大人にな

か記憶が定かではありませんが， ったとき，いらないものは自分の判断ですべて

捨てて，残ったものがあなたが勉強したもので

(1) 将来，どんな仕事に就くにしても，その準 す。 （羽生善治）

備のため ● これからの時代に必要な能力を伸ばすため

(2) 自分自身を高めるためにも知識を増やすこ これからは「与えられたテーマをどう解決し

とは決してマイナスにならないから ていくか」という思考力や「考えたことをどう

(3) 自分はこれが得意というものを持ってお 伝えるか」というコミュニケーション力や思考

くと自信につながるし，それを生かせるから 力」が必要。 （汐見稔幸教授）

● “学び方”を知るため

というようなことを伝えていた気がします。 「学校の勉強なんて社会に出たらまるで役に

ただ，この回答で子どもたちは本当に納得し，勉 立たない」ということを聞くが，「学習する訓

強に対するモチベーションは上がったのか，今とな 練」を怠っていたら，社会に出たときに新しい

っては知る由もありません。 ことを学習する方法が分からずつまずいてしま

福嶋隆史先生はご自分の著書の中で， う。 （落合陽一氏）

「将来のためだから」と言われても，多くの子ども ● たくさん失敗して成長するため

は何年・何十年も先の自分の“将来像”をイメージ 「トップ校にいく人と比べるのではなく，１

することなどできないので，あまり良い答えとは言 ヶ月前の自分と比べて成長したのかどうか」が

えませんと記しています。 重要であり，途中で投げ出さず，諦めない姿勢

また，勉強する目的を失った時に，「有名大学に を貫くことが大切。 （石田勝紀氏）

行くため」とか「裕福な生活をするため」と言って

丸め込もうとすると，親の期待とは正反対のところ ※ 大事なのは「ごまかさないこと」です。

に着地するケースも少なくない。こうした大人の意 私たち大人は子どもの疑問に完璧に答えられ

見は，幸せに至る一つの“手段”でしかなく，人生 なきゃいけないとプレッシャーを感じていませ

の“真の目的”ではないから子どもの疑問の解消に んか？だからといって，ありきたりな言葉で適

ならないとも記しています。 当にごまかしても，子どもはすぐに見抜いてし

では，どのように子どもの問いに向き合っていけ まいます。それよりも「お母さんも分からない

ば良いのでしょう。人生の先輩方の回答を紹介した から一緒に考えてみよう」と提案してみるのも

いと思います。 良いかもしれませんね。



秋晴れに恵まれた10月6日(日)，第77回秋季大運

動会を行いました。今年度は児童の体調面を考慮し

て水分補給の時間等を確保した上での午前中開催と

いう形での実施でした。

当日までに奄美土木さんや中村建設さん，地域の

方々や奄美看護福祉専門学校の学生さん，保護者の

方々が安全に運動会が実施できるようグラウンド整

備やテント設営，用具類の片付けをしてくださいま

した。御協力本当にありがとうございました。

子どもたちは練習の成果を発揮して，満足できる

演技をすることができました。
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ご声援ありがとうございました

これからもみんなで力を合わせて
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小湊１００％
全力を出し切りました


